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栃木農試研報Nα21：123〜128（1976）

イチゴのウイルスフリー株利用による生産安定化に関する研究

第3報　親株更新時期について

長

修・赤木博・大和田常晴

　　　　1　緒　　言

　本県におけるイチゴの生産力向上と産地の維

持発展をはかるには，ウイルスフリー株への更

新が必要であることはすでに報告した」》しかし，

フリー株といえども栽培年次の経過とともに，

ウイルス病に汚染され，生産力や品質低下をま

ねくことは明らかである．したがって，ウイル

ス病による生産力低下防止のためには，自然条

件下での汚染経過を適確には握し，フリー株に

適応した株の更新時期を明らかにしておくこと

が栽培上極めて重要な問題と考えられる．

　親株更新については，北関東各県から収集し

た優良株を検討した大和田ら3）の報告があるに

すぎず，その後フリー株の普及とともに，ウイ

ルス病の再汚染と生産力は各地で重要視され，

最近この問題の検討がなされつっあるが，フリ

ー株における親株更新の時期を明らかにした報

告は見当らない．

　そこで，筆者らが1971〜1975年の5か年にわ

たり，フリー株利用における親株更新の時期を

確立するため，各種栽培条件下でのウイルス病

汚染と生産力との関係について検討した結果，

ウイルス病の汚染状況は栽培管理や栽培地の相

違によって異なるが，ほぼ3年目には親株を更

新すべきであることを確認したので，ここに報

告する．

　　　　II　試験方法

　1．　栽培管理試験（1971〜1975年）

　供試したウイルスフリー株は各年次とも親株

として定植するまで，寒冷しゃ被覆の隔離ハウ

ス内で養成したものを用いた．親株の定植は年

次によってやや異なるが4月下旬〜6月上旬に，

採苗は8月下旬に行い，10月下旬に三要素成

分量ともa当たり2kgを施用したパイプハウス

内に，30×30cmの4条に植えつけた．なお，処理

区は第1表のとお1）であるが，高冷地区は標高

1，100m‘鶏頂山）の県営育苗ほを用い，1971年

6月29日に山上げし，1975年まで毎年8月下旬

に採苗を繰返して株の維持，増殖をはかった．

1971年は高冷地で育苗した苗を10月下旬に山下

げ定植したが，1972年以降は毎年平地の親株定

植時期に山下げし，その後の育苗管理は平地の

慣行によった．また，平地の薬剤多散布区はア

ブラムシの防除を主体とし，マラソン乳剤1，000

倍液を月平均2〜3回散布した（慣行区の防除

回数は薬剤多散布区の約1／2）．

　規模は1区20株で，1971〜1972年は2区制，

1973〜1975年は3区制で実施した．保温は5C。

以下の低温遭遇量が600〜700時間を目標に行

ない，その時期は1974年（12月下旬）を除き，

毎年1月上旬であった．各年次とも保温開始後

10日間は小トンネル密閉としたが，その後は普

通半促成栽培の慣行に準じた．

　ウイルス検定は収量調査を行った株を用い，

指標植物にE　M　C（一部U　C−1）を使用し，

小葉つぎ法により各年次とも2〜3月につぎ木

を実施し，その後ウイルスの汚染程度を判定し

た．

　生育調査は1区5株，開花や収量調査は全株

について4月30日まで行ったが，収量につい

ては6g以上（1971年のみ5g）で販売可能な

果実を可販果，そのほかはすべてくず果としー

た．
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